
米
作
単
作
地
帯

に
お
け
る
大
地
主
経
営

の
基
礎
構
造

　

　

　

　

　

-

貸
付
地
経
営
を
中
心
に
l
l

申

山

清

米作単作地帯における大地主経営の基礎構造

一　

は

じ

め

に

　
本
稿
は

『史
窓
』
四
八
号
所
収
拙
稿

「米
作
単
作
地
帯
に
お
け
る
展
開
期
大
地

主
経
営
の
構
造
」
　
(以
下

「展
開
」
論
文
と
す
る
)
に
引
き
続
き
、
巨
大
地
主
市

島
家
を
主
な
対
象
と
す
る
、
幕
末
期
の
経
営
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎

的
準
備
作
業
の

一
つ
で
あ
る
。　
「展
開
」
論
文
の
末
尾
に
今
後

の
課
題
と

し

て

「
土
地
貸
付
と
小
作
料
収
取

の
構
造
、
小
作
料
の
売
却
過
程
、
貸
金
収
受
そ
の
他

を
含
む
経
営
資
金
の
流
動
状
況
な
ど
の
究
明
」

を
か
か
げ
た
が
、

そ

の
う

ち
の

「土
地
貸
付
と
小
作
料
収
取

の
構
造
」

に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　

は
じ
め
に
幕
末
期
の
市
島
家

の
資
産
構
成
を
概
観
し
、
資
産
中
の
所
持
11
貸
付

地
の
位
置
を
確
認
し
て
お
こ
う
。　
「展
開
」
論
文
で
対
象
と
し
た
文
政
九
年
か
ら

以
後
天
保
十

一
年
ま
で
は
経
営
総
括
史
料
を
欠
い
て
い
る
が
、
天
保
飢
饉
時
を
経

て
、
そ
の
経
営

へ
の
影
響
が
終
息
に
向

か

っ
て
い
た
期
間
と
み
ら
れ
る
天
保
十
二

年

か
ら
弘
化
二
年

の
間
は
第

一
表

の
よ
う
で
あ
る
。　
「
棚
卸
勘
定
帳
」
が
示
す
資

産
構
成
は
変
化
し
て
い
な
い
が
、
資
産
総
額
は
比
較
の
た
め
に
掲
げ
た
文
政
九
年

の
数
値
を
大
き
く
上
回
り
、

一
〇
万
両

の
大
台
に
乗

っ
て
い
る
。
こ
の
資
産
増
が

土
地
資
産
の
増
加
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ

て
い
る

こ
と

は
、
　
「永
地
」
お
よ
び

「懸
預
け
」

の
増
加
が
明
確
に
示
し
て
い
る
。
天
保
飢
饉
時
の
社
会
的
変
動

へ
の

地
主
的
対
応
に
よ
り
、
市
島
家
は
土
地
所
持
規
模
を
さ
ら
に
巨
大
化
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
質
地
が
三
〇
%
弱
減
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
飢
饉
時
に
増
大
し
た
部
分

が
十
二
年
ま
で
に
質
流
れ
B

「永
地
」
化
し
た
り
、
請
戻
さ
れ

た
結
果

で
あ

ろ

う
。

　
市
島
家

の
資
産
は
天
保
末
期
に
は
大
半
が
土
地
に
な

っ
た
こ
と

を
確

か
め
た

が
、

こ
の
よ
う
な
資
産
構
成
か
ら
当
然
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
営
全
体
の
収
入

に
お
い
て
も
所
持
凵
貸
付
地
か
ら
の
小
作
料

(売
却
代
金
)
が
圧
倒
的
位
置
を
占

め
て
い
る

(第

二
表
)
。
年

に
よ
り
若
干
の
差
異
は
あ

る
が
全
収
入
の
八
〇
%
前

後

か
ら
九
〇
%
近

い
こ
と
が
わ
か
る
。
小
作
料
は
米
お
よ
び
若
干
の
大
豆

・
大
麦

で
あ

っ
た
が
、
米
は

一
万
二
〇
〇
〇
ー

一
万
四
〇
〇
〇
俵
に
及
ん
で
い
る
。
年
内

に
収
納
さ
れ
た
小
作
米
は

一
部
は
売
却
さ
れ

(
「冬
売
り
」
)、
残
り
は
在
庫

(「有

米
」
)
と
な

っ
て
越
年
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
の
小
作
米
収
納
を
可
能
に
す
る
小
作
契
約
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
契
約
小
作
料
と
収
納
量
と
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
を
究
明
す

る
こ
と
は
、
大
規
模
土
地
所
有
を
基
盤
と
す
る
大
地
主
経
営
の
構
造
を
解
明
す
る
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」葎侭k鷲頭珂

弘化2

第1表 　幕末大地主経営の資産構成

弘化元天保14天保13天 保12文政9

　62,815

　　 2,430

　　 1,604

　　4,034

　66,849

　　2,076

　　2,105

　　 ....1

　　7,992

　　5,742

　　4,120

　　1,931

　　　　　..

　　　　250

　　　　　10

99,878

△2,507

　 62,814

　　2,703

　　1,738

　　4,441

　67,255

　　2,583

　　2,816

　　8,725

　　8,257

　　5,493

　　4,192

　　1,912

28,579

　　1,179

　　　　　10

102,426

D　 　422

62,616

　　2,101

　　　　...1.

　　x,909

66,525

　　3,775

　　1,412

　　8,685

　　7,＄94

　　5,685

　　4,003

　　1,806

28,073

　　2,693

　　　　48

102,848

　　　　 18

　 62,549

　　2,536

　　1,863

　　4,399

　 66,948

　　4,266

　　1,945

　　　　・:・

　　8,104

　　・1:'

　　3,890

　　1,908

28,677

　　　　949

　　　　　38

102,830

a1,645

　63,263

　　3,318

　　2,001

　　5,319

　68,582

　　4,620

　　1,635

　　9,133

　　8,303

　　5,920

　　3,864

　　a,a7a

29,290

　　　　314

　　　　　29

104,475

01,927

42,399

5,473

1,956

7,429

49,828

19,198

2,389

7,302

7,119

5,931

4,037

24,389

1,508

97,313

4,025

較
永 地 家 禄

直上納質地

定免作徳質地

　　質地小計

　 土地小計

貸金

小作料在庫

懸預け　飆

　　　　㊥

　　　　鬮

　　 その他

預 け 小 計

有

そ

総

金　銭

の　他

　　計

息

(1)銭 表示は各年の両替値段 で換算 し、金表示 に統一 した上で両以下切捨て表示。そのため小計、

　 総計欄 の数値末尾が原史料 と一致 していない。

(2)天 保14年 の総計 は102,526両 と算出 される。原史料 とは30◎余両の違いがあるが原史料の

　 ま ・。

(3)息 欄の△は対前年減少を示す。

(4)文 政9年 の数値 は参考のために表示 した。文政10～ 天保11年 は史料 を欠 く。

(5)市 島家文書天保12年 「棚卸勘定帳」 によ り作成。

た
め
の
基
礎
的
作
業
で
あ
る
。
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に

市
島
家
を
筆
頭
と
す
る
大
地
主
諸
家
の
所
持
n
貸
付
地
は
、
多
数
の

村
村
を
含
ん
で
広
範
な
地
域
に
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規

模
な
土
地
集
積
過
程
の
結
果
と
し
て
の
大
地
主
の
生
成
に
は
五
十
年

か
ら
百
年

の
年
月
を
要
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
大
地
主
諸
家
を
対
象
と

し
た
、
地
域
や
時
期

の
差
異
を
考
慮
し
た
地
主
小
作

関
係

の
究

明

は
、
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
本
稿
で
は
江

戸
期
型
大
地
主
市
島
家

の
典
型
的
な
成
文
小
作
契
約
を
分
析
し
、
幕

末
期
に
限
定
し
て
契
約
入
付
米
と
収
納
米
と
の
関
係
お
よ
び
収
納
過

程
の
実
態
の
究
明
を
試
み
た
い
。

貸
付
地
経
営

の
基
本
構
造

　
i

l
小
作

(
「
入
付
」
)
契
約

の
諸
相

　
大
地
主
諸
家
の
土
地
集
積

は
貸
付
地
の
取
得
を
目
的
と
し
て
展
開

さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
質
地
取
組
み

(質
入
れ
)
は
同
時
に
質
年
季

中
に
お
け
る
質
地
小
作
関
係
の
成
立
で
あ

っ
た
。
質
年
季
は
十
年
を

限
度
と
し
て
長
短
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
米
作
単
作
生
産
を
唯

一
の

生
産
と
す
る
地
域
と
い
い
う
る
蒲
原
平
野
部
農
村
で
、　

「差
掛
入
用

之
儀
出
来
無
拠
し
質
入
れ
し
た
農
民
に
と

っ
て
は
、　

「質
入
田
畑
年

季
中
私
江
御
入
付
被
成
下
」
よ
う
頼
み
込
ん
で
の
質
地
直
小
作
が
必

　
　
　
　

　

須
で
あ

っ
た
。
市
島
家

の
場
合

「展
開
」
論
文
で
指
摘

し

た
よ
う

に
、
年
貢
負
担
形
態
に
よ
っ
て

「直
上
納
質
地
」
と

「定
免
作
徳
質

地
」

と
の
別
が
あ

っ
た
が
、

と
も
に
直
小
作
が
原
則
で
あ

っ
た
。

「質
明

二
相
成
請
戻
出
来
兼
候

ハ
ハ
別
段
本
紙
証
文
書
替
不
及
此
証
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米作単作地帯における大地主経営の基礎構造

単位;俵

幕末期大地主経営の収入構成

　　　　　　　　単位=両,()内 数量

第2表

弘化2弘化元天 保14天保13天保12

(5,766)
2,212

(i,180)
　　556

2,768

(5,724)

2,045

　 (321)　　　GO

2,105

165

5,038

102

582

5,722

(4>567
1,395

(i,656
　　274

1.669　 ,

is,s40

2,515

(883)　　301

2,816

161

4,64n

218

X31

80

5,875

(11,571)
3,060

　　　{126)
　　　104

3,ユ ＆4

(2,950)

　　　737

(1,154)　　　462

1,199

　　　159

4,522

　　　　68

　　　780

　　245

5,615

　　227

(6,955
2,111

(1459;
　　605

2,716

(5,938

1,697

　　(115;　　　21

1,718

161

4,595

391

464

5,450

　　227

(9,050)
2,455

　 (204)
　　134

2,592

(4,346)

1,086

　 (968)　　322

1,408

aa3

4>zo3

298

823

5,324

　　226

　 米

大豆・大麦

小 計

 

売
却
済

　 米

大豆 ・大麦

 

在

庫
　 小 計

家 賃 な ど

小 作料小 計

貸金利 な ど

懸預 け 利

そ の 他

総 　 計

未 納 ・貸 米

(1)表 示方法 は第1表 に同 じ、そのため末尾数値 は原史料 と一致 していない。

(2)そ の他 は頼母子掛金を差引いた同取金

(3)未 納 ・貸米 ・貸籾その他は原史料では在庫 に算入され ている。

　　 救 荒対策費的色彩 が強 く金額はほ"固 定 している。

　　 金額判明の天保12～14年 は実収入ではないとみな して除外 したか ら、

　　 この3年 間の小作料在庫は第1表 在庫欄 の数値 とは一致 しない。

(4)売 却済欄()内 の数値は 「冬売米」　 「代金済」 および 「残 米売 出」

　　 金額か ら冬売 と同値段 として算出 した前年度収納米の合計である。

　　 なお貸米 ・未納米 ・貸籾は除外 した。

(5),典 拠 は表1に 同 じ

文

(H
質
入
証
文
)
ヲ
以
貴
殿

(
H
質
取
主
)
御
勝
手
御
自
由

　

　
可
成
L
と
す
る
契
約
も
散
見
さ
れ
、
直
小
作
関
係
は
質
流
れ
後

に
も
継
続
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ

っ
た
。

　
質
年
季
が
明
け
て
請
戻
さ
れ
な
け
れ
ば
質
流
れ
と
な
る
。
質

地
小
作
関
係
は
終
了
し
て
新

た
な
地
主
小
作
関
係
が

結
ば

れ

る
。
増
金
そ
の
他
も
含
め
て
質
流
代
金
が
精
算
さ
れ
、
小
作
料

H
入
付
米
が
確
定
し
、
年
季
は
質
年
季
か
ら

「水
入
」
年
季
に

変
る
な
ど
統

一
し
た
小
作
契
約
に
組
込
ま
れ

る

の
で
あ

る
。

「
水
入
」
と
は
越
後
で
の
小
作
契
約

の
一
般
的
呼
称
で
、
質
流

主
握
直
小
作
農
と
の
個
別
の
小
作
契
約
証
が

水

入
証
文

で
あ

る
。
こ
れ
が
累
積
さ
れ
て
個
々
の
村
の
貸
付
の
基
幹
的
部
分
が

形
成
さ
れ
て
く
る
と
、
小
作
契
約
も
帳
面
形
式
と
な

っ
て
村
単

位
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
水
入
帳
に
は
ま
ず

一
筆
毎
の
小
作
地
と
そ
の
入
付
米
が
小
作

農
別
に
記
載
さ
れ
、
集
計
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
確
か
め
て
あ

る
が
小
作
地
の
面
積
は
実
面
積
で
あ
り
、
慣
行
的
な
束
刈
で
表

示
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
伝
統
的
に
入
付
米
を
俵
単

位
で
記
載
す
る
村
も
散
見
さ
れ
る
。
続
い
て
小
作
条
件
が
記
載

さ
れ
、
末
尾
に
小
作
全
員
あ
る
い
は
小
作
惣
代
お
よ
び
差
配
人

の
地
主
宛
の
連
署
が
あ
る
。
市
島
家
の
事
例
で
は
春
先
に
提
出

さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
い
。

　
後
に
入
付
米
収
納
状
況
を
み
る
蒲
原
北
部
福
岡
村
の
、
天
保

十

一
年

二
月

の
市
島
家
田
畑
水
入
証
文
帳
を
例
示
し
よ
う
。
福

岡
村

一
九
名

(内

一
名
差
配
人
)
、

天
神
堂
村
二
名
、

泉
新
村
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二
名
計

二
三
名
の
小
作
農
に
貸
付
け
ら
れ
た
福
岡
村
に
お
け
る
市
島
家

所
有

地

は
、
実
面
積
で
田
畑
総
計
三

一
町
三
反
七
畝

二
二
歩
で
あ
る
。
同
村
は
村
高

一
九

八
石
七
六
六
合
で
、
市
島
家
は
慶
応
元
年

に
は

一
九
六
石
八

一
三
合
を
所
有
し
て

　

③

い
る
。
天
保
十

一
年
時
点
で
の
所
有
規
模

は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
文
化
九

年
に
は
他
村
地
主
か
ら

一
挙
に

一
五
七

・
六
石
余
を
集
積
し
、
さ
ら
に
文
政
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

に
村
民

一
〇
名
か
ら
零
細
規
模
集
積
を
加

え
て
い
る
こ
と
、
文
政
十
二
年

の
入
付

米
が
五
八
八
俵
余
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、

こ
の
時
点
で
す
で
に
事
実
上
の
全
村

所
持
が
実
現
し
て
お
り
、
以
後
幕
末
ま
で
変
わ
ら
な
か

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
さ

に
地
主
小
作
関
係
が
村
落
構
造
を
規
定
し
て
い
た
典
型
的
な
村
と
い
え
る
。

　
天
保
十

一
年

の
入
付
米
は
五
八
八
俵

二
六
七
合
六
夕

(
一
俵
11
四
斗
入
り
)
で

あ

っ
た
。
入
付
米
規
模
は
最
高
八
二
俵
余

か
ら
最
低

一
五
〇
合
ま
で
分
散
し
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
小
作
請
地
状
況
が
生
み
出
す
地
主
小
作
間
お
よ
び
小
作
間
の
諸

問
題

は
そ
れ
自
体
独
自
に
追
求
さ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
差
配
人
を
含

む
五
名

の
入
付
米
五
〇
俵

(小
作
地
面
積
約
二
町
五
反
)
以

上
の
大

規
模

小
作

と
、
入
付
米
規
模
五
i

一
〇
俵

(
小
作
地
三
ー
五
反
前
後
)
層
八
名
お
よ
び

一
俵

以
下
零
細
小
作
三
名
と
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

　
小
作
条
件
の
全
文
は
以
下

の
よ
う
で
あ

る
。

　
右

ハ
於
当
村
貴
殿
御
持
分
田
畑
書
面
之
通
当
子
∂
寅
迄
三
ケ
年
中
私
共
扣
小
作

仕
候
処
相
違
無
御
座
候
依
之
御
廻
米
籾
貴
殿
3
御
割
賦
之
通
右
入
付
米
之
内

二
而

私
共
方

二
而
拵
立
村
並
之
通
相
納
可
申
候
残
米
之
儀

ハ
年
々
十

一
月
中
貴
殿
御
差

図
之
処
江
持
参
急
度
皆
済
可
仕
候
万

一
右
年
季
中
風
水
旱
虫
付
等

二
而
世
間

一
統

之
凶
作
仕
候
節

ハ
耕
地
御
見
分
之
上
立
毛
相
応
之
御
引
免
可
被
下
候
其
節
立
見
押

願
並
作
物
取
仕
廻
後
追
願
等
決
テ
仕
間
敷
候
且
私
共
預
リ
地
他
江
被
切
取
不
申
様

地
境
大
切

二
相
守
可
申
候
自
然
等
閑

二
い
た
し
地
境
被
切
取
相
分
不
申
候

ハ
ハ
私

共
無
念

二
付
其
分
弁
納
い
た
し
貴
殿
江
少
茂
御
損
御
苦
労
相
懸
申
間
敷
候
何
儀

二

よ
ら
ず
不
埒
之
儀
御
座
候
ハ
ハ
壱
ケ
年

二
而
茂
地
所
御
引
上
外
方
江
御
入
付
被
成

候
而
茂
聊
申
分
無
御
座
候
尤
実
体
二
小
作
致
候

ハ
ハ
三
年
と
か
き
ら
す
此
証
文
ヲ

以
幾
年
茂
御
入
付
可
被
下
候
為
後
日
田
畑
扣
預
り
小
作
水
入
証
文
仍
而
如
件

　
長
文
で
あ
る
だ
け
に
主
要
な
小
作
条
件
を
含
ん
で
お
り
水
入
帳
の

一
典
型
で
あ

る
と
い
え
る
が
、
小
作
条
件
は
時
期

・
地
域

・
地
主
家
に
よ

っ
て
微
妙
な
変
化
を

み
せ
る
か
ら
、

い
く
つ
か
の
事
項
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
よ
う
。
第

一
に
小
作
年

季
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
市
島
家
に
限
ら
ず
諸
家
と
も
に
圧
倒
的

に

一
年

季

で
あ

る
。
無
年
季

(年
季
契
約
な
し
)
か
ら
長
期
有
年
季

へ
、
さ
ら
に
短
期
有
年
季

へ
と

推
移
し
た
岩
船
郡
山
間

・
山
麓
平
野
地
域
を
拠
点
と
し
た
渡
辺
家
の
事
例
も
あ
る

軸

蒲
原
平
野
部
の
大
地
主
は
江
戸
期
型

棄

期
型

明
治
期
型
と
も
に

一
年

季
を
基
本
と
し
て
い
る
。
米
作
単
作
地
域
に
お
け
る
土
地
貸
借
契
約
の

一
年
毎
の

更
改
が
地
主
に
有
利
に
働
く
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
定
さ
れ
る
。
上
掲
事
例

の
よ
う
に

「実
体

二
小
作
致
候

ハ
ハ
…
…
幾
年
茂
御
入
付
」
が
実
態
で
あ

っ
た
と

み
ら
れ
る
が
、

一
年
季
契
約
を
基
本
と
し
た
う
え
で
の
現
実
的
対
応
で
あ
る
こ
と

を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
状
況
を
前
提
と
し
て
、
市
島
家
の

場
合
は
文
化
以
後
三
年
季
、
天
保
以
降
に
五
年
季
が
現
れ
る
。
地
主
側

の
安
定
的

な
入
付
米
取
得
要
求
と
小
作
側
の
耕
作
継
続
要
求
の

一
致
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　
第

二
に
入
付
米
納
入
方

法

は
、
基
本
的
に

「(
貢
租
は
)
貴
殿

(H
地
主
)
御

割
賦
次
第
右
入
付
米
之
内

二
而
拵
立

(
小
作
農
が
)
相
納
可
申
残
米
…
…
貴
殿
御

指
図
之
御
蔵
所
江
運
搬
」
と
い
う
形
態
で
あ
る
。
入
付
米
自
体
に
つ
い
て
は
後
に

検
討
す
る
が
、
こ
こ
で
は
入
付
米
が
貢
租
と
地
主
徳
米
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
貢
租
は
現
実

の
納
入
形
態
か
ら
み
て
実
質
的
に
は
小
作
農
負
担
的
様
相
を

sa
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帯
び
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
地
主
負
担

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
割

地
慣
行
地
域
で
は
小
作
負
担
契
約
が
存
在
す
る
が
、　

「取
り
逃
げ
小
作
」
と
い
う

呼
称
か
ら
み
て
徳
米
確
保
、
負
担
転
嫁
の
地
主
的
対
応
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
は
各
種

の
小
作
条
件
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
で
も
入
付
米
皆
済
は
最
も
重
要

な
小
作
条
件
で
あ
り
、　

「如
何
な
る
悪
作

に
て
も
不
滞
納
入
」
と
す
る
契
約
が
基

本
的
で
あ
る
。
そ
の
保
証
と
し
て

「不
納
候

ハ
ハ
連
判
中
♂
弁
納
」
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。
指
定
地

へ
の
搬
出

・
納
入
、
納
入
期
限
厳
守
、
米
質

・
俵
装
精
選
な
ど

は
比
較
的
頻
出
の
条
項
で
あ
り
、
上
掲
の

「境
界
厳
守
」

は
市
島
家

の
文
政
後
期

i
天
保
期
の
事
例
に
集
中
的
に
現
れ
る
。

　
第
四
は
入
付
米
の
性
格
と
も
関
連
し
て
立
見

・
減
免
条
項
が
付
随
し
て
い
る
。

押
願

・
追
願
に
も
ふ
れ
て
い
る
上
掲
は
そ
の
詳
細
な

一
例
と
い
え
る
。
同
時
に
最

幕
末
期
に
な
る
と
、
蒲
原
北
部
の
相
対
的
生
産
安
定
地
域
で
あ
ら
か
じ
め

一
定
の

減
免
を
認
め
て
定
免
入
付
米
と
し
、
小
作
年
季
も
定
免
期
間
と
す
る
契
約
が
小
作

側
か
ら
の
要
望
で
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
第
五
は
契
約
違
反
に
た
い
す
る
罰
則
条
項
で
、
上
掲

の

「何
儀
に
よ
ら
ず
不
埒

之
儀
御
座
候

ハ
ハ
…
…
地
所
御
引
上
げ

(
取
放
)
」
契
約
が
典
型

で
あ

る
。
建
前

的
条
項
で
あ
る
が
、
小
作
か
ら
の
地
主
宛
各
種
詫
び
証
文
の
存
在
か
ら
み
て
、
生

き
て
働
い
て
い
た
条
項
で
あ

っ
た
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。
と
く
に
未
納
、
不
納
等

を
契
機
と
し
て
水
入
帳
記
載
小
作
農
名
が
変
化
す
る
事
例
を
み

る

こ
と
が

で
き

る
。

　

最
後
に
入
付
米
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
入
付
米
の
成
立
過
程
や
成
立
構
造
に

み
ら
れ
る
、
高
率
化
の
必
然
性
お
よ
び
利
子
的
性
格
な
ど
に
つ
い
て
は
拙
著
で
究

　
　
　
　

　

明
し
た
か
ら
、
本
稿
で
は
幕
末
期
を
中

心
と
し
た
蒲
原
平
野
に
お
け
る
実
態
を
追

求
し
た
い
。
そ
の
た
め
の
前
提
と
し
て
次
ぎ

の
二
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
第

一
は
上
記
の
構
成

(
入
付
米
疑
年
貢
諸
懸
り
プ
ラ
ス
地
主
徳
米
)
を
も
つ
入

付
米
が
、
実
面
積
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
契
約
上
の
地
主
徳
米
は

一
般
に
貢
租
部
分
を
上
回
る
量
に
な

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
わ
ば
全
体
が
広
大

な
新
田
と
も
い
い
う
る
蒲
原
平
野
部
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
に
よ
る
新
田
開
発
の

進
展
が
、
検
地
帳
形
面
積
を
は
る
か
に
上
回
る
実
面
積
を
生
み
出
し
、
貢
租
を
凌

ぐ
地
主
徳
米
成
立
の
基
盤
に
な

っ
て
い
る
。
幕
領
で
は
検
地
帳
形
面
積
六
反
三
畝

一
六
歩

・
高
八
石
六
六
九
合

・
入
付
米
八
石
八
〇

〇
合

(文
化
十
三
年
)

と

い

う
、
草
高
を
上
回
る
入
付
米
と
し
て
現
れ
、　

「分
米
」
"
貢
租
の
新
発
田
藩
領
で

は
、
検
地
帳
形
面
積
五
五
反
大
八
四
歩

・
内
歩
九
〇
反
大
九
九
歩

・
分
米

一
五
石

五
八
八
合
七

・
入
付
米
八
九
石
二
六
七
合

(
寛
政
十
二
年
)
と
い
う
よ
う
な
事
例

が
存
在
す
る
。
全
く
任
意
の

一
例
を
あ
げ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
草
高
口
生
産
量
の

な
か
の
領
主
取
分
と
地
主
取
分
の
比
率
を
考
察
す
る
と
い
う
状
況
に
は
な
く
、
地

主
的
所
持

の
対
象
と
な
る
土
地
に
は

一
般
的
に
領
主
取
分
を
は
る
か
に
凌
ぐ
地
主

徳
米
が
成
立
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
契
約
上
の
入
付
米
が
常
に

一
〇
〇
%
実
現
し

て
い
た
わ
け
で
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
入
付
米
の
性

格
と
、
水
を
基
本
的
に
は
ま
だ
制
御
し
え
て
い
な
い
生
産
力
水
準
は
連
年
の
減
免

を
必
然
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第

二
は

一
度
成
立
し
た
入
付
米
は
新
た
な
投
資
が
な
け
れ
ば
原
則
と
し
て
変
動

し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
地
主
家
に
お
け
る
集
積
初
期
の
、
新
田
開
発

地
な
ど

の
場
合
は
、
幕
末
に
は
入
付
米
が
相
対
的
に
低
廉
に
な

っ
て
い
る
事
例
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
発
後
の
生
産
不
安
定
な
状
況
に
対
応
し
て
設
定
さ
れ
た

入
付
米
が
、
そ
の
後

の
生
産
の
安
定
、
発
展
を
捉
え
ら
れ
ず
、
各
種
の
小
作
慣
行

の
成
立
基
盤
に
な

っ
て
い
る
。

　

個
別
の
土
地
の
契
約
入
付
米

の
成
立
過
程
は
、
地
主

・
小
作
農
双
方
の
意
向
と
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単位:石

蒲 原 中 部

第3表 　反当入付米の地域構成と推移

蒲　原　北　部

中ノロ川縁信濃川向加治11!向本店管下(新田)

2　 1.0940

1　　 .6667

.7234

.7336

.7316

 

9
ρ
　
　
　
　
り
6

.8740

.7510

　　...

 

5

1

11

2

.7804

.7820

.79ユ9

 

¶⊥
　
　
　
「⊥

1

1　 .2451

1　 .5350

6

5

13

.9390

.6534

.8236

2

2

17

.8971

.6988

　　:1:

1　 .7803

1　 .6230

7　 .8375

4

3

6

.9712

.7069

1.0266

4　 1.2962

1　 .6000

3　 .6552

3　 .9117

71.0763

.8574

.6ユ50

 

9
ρ
　
り
乙

.8240

 

6

.8365

 

2

.7832

.4519

.7569

 

1

　
　1

　
　1

4　 1.2422

3　 　 .6396

9　 　 .8437

8　 　 .225

8　 　 .5118

9　 　 .7108

ユ1

8

10

.9440

.4578

.8075

12

10

ユ4

...

...1

.・ ・;

.8075

2　 1.1305

2　 　 .5036

7　 　 .9761

2　 1.1305

2　 　 .5036

3　 　 .338

4　 　 .6156

4　 　 .49ヱ0

4　 　 .7210

本店管下G日田)

2村 　　'.9669

2　 .6252

3　 .7382

8　 .9909

7　 .6156

9　 .9722

1　 .8052

1　 .3621

3　 .9266

10　 1.155ユ

7　 .5666

13　 .8789

13　 .9397

10　 .4999

19　 .8240

4　 1.1594

4　 .6566

8　 .8789

1　 1.0006

2　 .6835

1　 1.0039

2　 ユ.0369

1　 .2970

2　 .8017

ロ懣.村 蹇 域

4
　
つ
e
　
3

　

　

体

田

畑

全

文化4年 以前

田　　19

畑　 11

全体31

田　 '15

畑　 13

全体20

田　　31

畑 　 21

全体40

田　　31

畑 　 22

全体57

文化4年

7

7

2

　

　

2

　

　

体

田

畑

全

5

6

0

　

　

1

　

　

体

田

畑

全

η～
　
盆
)
　
◎
U

　
　

体

田

畑

全

文化5年

　　S

文化14年

文政元年

　　S

文政10年

文政11年
　　S

天保8年

天保9年

　 S

弘化4年

嘉永元年

　　S

安政4年

安政4年

　以降

注(1)事 例村 数複数の欄 の数値 は平均 反当入付米を示す。

　 (2)全 体は水入帳合計 を田畑 に区分で きない事例 である。

　 (3)事 例村 数は延数で、実数 は ユ05ヵ村 である。

　 (4)本 店管 下の地域区分は水原町周 辺(旧 田)と 福島潟周辺(新 田)で あるが、厳密ではない。

　 (5)蒲 原中部阿賀野川向丸徳管轄分は面積不明事例が多 く、除外 した。

　 (6)各 年 ・各村 の市島家水入帳 により作成。

現
実
の
生
産
状
況
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
小
作
契
約
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
入
付
米
の
数
値
は

き
わ
め
て
多
様
で
あ
り
、
幕
末
期
に
は
比
較
的
固
定
的

で
あ

っ
た
と
は
い
え
連
年
変
動
す
る
大
地
主
家
の
全
貸

付
地
の
小
作
料
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
市

島
家
の
場
合
、
蒲
原
北
部
を
中
心
に

一
部
村
村
で
の
畑

入
付
が
大
豆

・
大
麦
で
あ
る
が
、
大

豆

は
反
当

た
り

七

・
五
斗
-
八
斗
ー
九
斗
、
大
麦
は
同
四
斗
入
付
の
事

例
が
比
較
的
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
こ
こ

で
は
反
当
り
入
付
米
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

　
市
島
家
の
所
持
目
貸
付
地
は
蒲
原
北
部
か
ら
中
部
の

広
範
な
地
域
に
存
在
し
た
が
、
こ
れ
を
本
店
の
ほ
か
、
r

金
徳

(
加
治
川
向
ー
蒲
原
北
部
)
・
丸
徳

(
阿
賀
野
川

向
ー
同
中
部
)
・
角
徳

(
信
濃
川
向
-
同
中
部
)
・
山
徳

(
中
ノ
ロ
川
縁
-
同
中

・
西
部
境
)
が

分
担

し

て
管

理

・
運
営
に
あ
た

っ
た
こ
と
、
こ
の
体
制
が
文
化
四
年

頃
か
ら
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
は
拙
著
で
ふ
れ
た
。

「後
年
見
合
之
為
」
と
注
記
さ
れ
た
文
化
四
年

の
水
入

帳
が
集
中
的
に
現
存
し
、
そ
の
後
三
i
五
年
お
き
に
比

較
的
集
中
し
て
存
在
す
る
。
こ
れ
は
新
た
な
体
制
が
動

き
出
し
、

一
年
季
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
三
…
五
年
季
契

約
も
み
ら
れ
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
水
入
帳
が
作
成
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
面
積
束
刈
記
載

例
や
大
豆

・
大
麦
混
合
入
付
事
例
を
除
く
と
検
討
対
象
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は
か
な
り
減
少
す
る
か
ら
、
田
畑
別
に
反
当
り
数
値
を
算
出
し
え
な
い
村
も
含
め

て
、
地
域
別
、
時
期
別
に
整
理
す
る
と
第

三
表

の
よ
う
で
あ
る
。
時
期
的
、
地
域

的
に
事
例
数

の
多
少
や
偏
在
が
あ
る
た
め
、
平
均
反
当
り
数
値
の
幅
が
か
な
り
あ

っ
て
、

一
定
の
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
次
ぎ
の
よ
う
に
い
え

よ
う
。

　
第

一
は
幕
末
期

の
市
島
家
の
反
当
り
入
付
米
の
水
準
は
水
田
で
も

一
石
以
下
で

あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
個
別
の
村
を
み
れ
ば
反
当
り

一
石
二
斗
代

の
事

例

も
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
事
例
の
多
い
時
に
は

一
石
を
越
え
る
数
値
が
表
中
に
示
さ
れ
て

い
る
が
、
総
じ
て
い
え
ば

一
石
に
は
達
し
て
い
な
い
。

　
第

二
は
蒲
原
北
部
と
中
部
の
間
に
差
が
認
め
ら
れ
る
。
基
本
的
に
水
害
を
克
服

し
得
て
い
な
い
が
、
信
濃
川
流
域
と
加
治
川
流
域
と
で
は
水

の
制
御
の
度
合
い
が

異
な
り
、
水
害
が
収
穫
に
及
ぼ
す
影
響
の
差
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
部
地
域
の
場
合
、
事
例
数
が
少
な
く
空
白
も
み
ら
れ
る
の
は
、
入
付
米
の
み
を

確
認
し
て
面
積
を
記
載
し
て
な
い
水
入
帳
が
多
い
た
め
で
、
こ
こ
に
も
地
主
側
の

生
産
状
況

へ
の
現
実
的
対
応
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
は
入
付
米

の
着
実
な
増
大
が
窺
わ
れ
る
。
事
例
数
の
多

い
本
店
管
轄
の
、

比
較
的
生
産
の
安
定
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る
旧
田
地
域
の
推
移
か
ら
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

一
度
設
定
さ
れ
た
入
付
米
は
原
則
と
し
て
変
化
し
な
い
こ
と
を
先
に
指
摘

し
た
が
、
こ
の
点
と
平
均
入
付
米
漸
増
と

の
関
係
は
同

一
村
の
入
付
米

の
推
移
に

現
れ
て
い
る
。
煩
を
避
け
て
具
体
的
な
数
値
の
列
挙
は
省
略
す
る
が
、
旧
来
か
ら

の
入
付
米
は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
、
新
た
な
集
積
地
の
入
付
米
を
加
え
る
こ
と
で
平

均
値
が
上
昇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
産

の
安
定
、
発
展
を
基
盤
と
し
て
、
土
地

代
金
の
騰
貴
と
関
連
し
つ
つ
入
付
米

の
増
大
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
質

地
地
主
制
の
生
産
掌
握
は
体
制
的
に
展
開
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
同
時
に
、
事

例
数
が
少
な
い
た
め
表
か
ら
は
読
み
と
れ
な
い
が
、
加
治
川
流
域
の
村
村
か
ら
最

幕
末
期
に
な
る
と
、
減
免
額
を

一
定
に
す
る
形
で
入
付
米
定
免
要
求
が
出
さ
れ
て

い
る
。
入
付
米
固
定

へ
の
小
作
側
の
対
応
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

小
作
料
収
取

の
実
態
　
e

　
-
i

「
入
付
」

か
ら

「取
箇
」

へ

　
前
項
で
概
観
し
た
入
付
米
は
契
約
小
作
料
で
あ

っ
て
、
連
年
契
約
通
り
に
実
現

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
小
作
料
の
性
格
か
ら
み
て
、
平
年
作
で
も
減
免
を

前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
大
地
主
諸
家
で
は
収
穫
期
に

な
る
と
、
小
作
地
所
在

の
各
村
村
で
、
小
作

・
差
配
人
立
会
い
の
も
と
に
、
本
店

派
遣
の
掛
に
よ
る
立
見
が
行
わ
れ
、
状
況
に
応
じ
て
立
見
引
、
悪
作
引
等
が
決
定

さ
れ
た
。
市
島
家
で
は
係
員
の
復
命
結
果
を

「取
箇
」
と
称
し
、
水
入
帳
と
対
応

す
る
村
別
の
取
箇
帳
を
作
成
し
、
さ
ら
に
入
付
米
収
納
の
拠
点
と
な
る
蔵

(
所
)

単
位
に
ま
と
め
た
。
入
付
と
取
箇
を
比
較
す
る
こ
と
で
契
約
小
作
料
の
実
現
度
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
取
箇
を
連
続
し
て
追
求
す
る
こ
と
で
、
入
付
米
の

収
納
状
況
と
そ
の
推
移
を
明
ら
か
に
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
入
付
米
の
内
ど
の
程
度
が
取
箇
米
と
な
る
の
か
の
具
体
例
を
、
前
項
で
と
り
あ

げ
た
福
岡
村
の
場
合
で
み
よ
う
。
同
村
で
は
天
保
五
年
に
小
作
地
三

一
町
三
反
七

畝

一
三
歩
が

入
付
米
五
八
八
俵
二
六
〇
合

(
一
俵
口
四
斗
入
り
)

で
、

そ

の
内

「水
車
前
畑
方
潰
地
引
」
な
ど
三
俵
六
升
を
引

い
て
二
三
名

の
小
作
農
に
貸
付
け

ら
れ
て
い
る
。
翌
六
年
と
あ
わ
せ
て
入
付
お
よ
び
減
免
状
況
を
み
よ
う
。
第
四
表

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
三
名
の
小
作
農
の
請
地
規
模
は
多
様
で
あ
る
。
最
大
の

小
作
農
は
四
町
三
反
余

(
入
付
米
八
四
俵
余
)
で
差
配
を
勤
め
る
。
同
家
を
は
じ

め
入
付
米
規
模
五
〇
俵
以
上
層
は
手
作
り
の
範
囲
を
越
え
て
お
り
、
零
細
規
模
小

G3
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第4表　小作規模の階層性第5表 　天保5・6両 年の入付と減免

小作農数
人

5

　
ρ0
　
つ
e
　
4

　
(∠
　
り0

23

入付米
　　　　　　俵

50～84

20～3◎

15～20

10～15

5--15

　　 ～2

588.260

小作面積
　　　　 反

10～43

10～16

9～11

5～9

3-3.8

　 ～1

313.7.13

天保6

注(1)小 作請地 の田畑構成に よって

　　　面積 と入付米の階層は厳 密には

　　　一致 していない。

　 (2)天 保5年 市島家文書 ・福 岡村

　　　田畑取箇帳によ り作成。

 

1

1

6

8

5

21

2

天保5

人
q乙
　
　り
乙
　
　4

　
　り
0
　
瓜
)
　

-
亠

1

19

4

減免率
　　　　　　%

　　～3

3～15

5～7

7～10

10～15

15～20

2030

30～40

　　計

不 　 明

市島家文書天保5・6年 福岡村 田畑取

箇鰻に より作成。

 

作
農
と
の
間
に
又
小
作
関
係
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
減
免
状
況
は
第
五
表

の
よ

う
で
あ
る
。
小
作
農
各
人
の
反
当
り
入
付
米
は

一
定
し
て
い
な
い
が
、
大
半
は
田

畑
平
均
七
ー
八
斗
で
あ
り
、
こ
れ
と
対
応
し
た
減
免
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
年
作

に
近
い
と
み
ら
れ
る
天
保
五
年
に
も
七

・
七
%
の
減
免
が
あ
る
こ
と
、
不
作
年
の

六
年
に
は
二
四

・
八
%
の
立
見
引
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

村
別
事
例
の
提
示
は
以
上
に
と
ど
め
る
が
、
こ
の
よ
う
な
村
別
の
取
箇
を
蔵
所

別
に
集
約
し
て

「取
箇
仕
訳
」
に
ま
と
め
、
入
付
に
た
い
す
る
全
取
箇
米
が
算
定

さ
れ
る
。
地
主
家
に
と

っ
て
当
該
年

の
収
納
米
量
を
見
積
る
基
礎
と
な
る
史
料
で

あ
り
、
連
年
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
現
存
分
は
幕
末
-
明
治
初
年
に
限
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
時
期
を
現
存
史
料
が
比
較
的
多
い
文
政
以
降
に
限
定
し
、
畑

の
大
豆

・
大
麦
入
付
を
除
き
、
対
象
を
米
に
限
定
し
て
、
入
付
米
と
取
箇
米
の
判

明
す
る
取
箇
帳
な
ど
三
九
力
村
分

・
延
ベ
エ
四
八
冊
を
ま
と
め
る
と
第
六
表

の
よ

う
で
あ
る
。
幕
末
期
に
は
優
に

一
〇
〇
力
村
を
越
え
て
い
た
全
体
の
規
模
を
考
慮

す
る
と
事
例
数
は
少
な
す
ぎ
る
が
、

一
応
の
見
通
し
を
試
み
よ
う
。

　
先
ず
水
入
帳

の
考
察
か
ら
指
摘
し
た
地
域
差
の
存
在
は
さ
ら
に
明
瞭
で
あ
る
。

本
店
管
下
旧
田
地
域
は
阿
賀
野
川
か
ら
加
治
川
間
の
、
山
麓
平
野
か
ら
新
田
低
湿

地
域
と
接
す
る
平
野
部
で
、
近
世
初
頭
以
来
の
村
の
多

い
地
域
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
入
付
米
に
対
す
る
取
箇
米
の
比
率
す
な
わ
ち
入
付
米

の
実
現
率
は
、
最
低
で

も
安
政
四
年
三
八

・
四
%
で
あ
り
、
弘
化

二
・
文
久
三

・
元
治
元
年
を
除
い
て
い

ず
れ
も
五
〇
%
を
越
え
て
い
る
。
事
例
数
が
少
な
い
と
は
い
え
文
政
初
年
以
降
ほ

ぼ
連
年
に
わ
た

っ
て
確
か
め
ら
れ
る
動
向
か
ら
み
て
も
、
入
付
米
11
契
約
小
作
料

の
七
〇
1
八
〇
%
を
安
定
的
に
収
納
し
て
き
た
と
想
定
さ
れ
、
む
し
ろ
幕
末
期
の

不
安
定
状
況
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
店
管
下
新
田
地
域
は
事
例
が
連
続
し
て
い
な
い
が
、
旧
田
地
域
に
次
ぐ
取
箇

水
準
に
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
数
値

の
変
動
幅
が
大
き
く
安
定
度
に
欠
け
、
村

落
に
よ
る
差
の
大
き
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の
中
に
安
政
以
降
数
値
が
旧
田
地

域
を
上
回
る
事
例
が
あ
り
、
近
世
前
半
期
に
開
発
さ
れ
た
新
田
地
域
の
生
産
が
、

旧
田
地
域
を
凌
ぐ
安
定
的
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
蒲
原
北
部
所
在
の
本
店
か
ら
み
て
阿
賀
野
川
向
い
に
あ
る
蒲
原
中
部
丸
徳
管
下
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6表 　市島家取箇帳にみる入付米実現状況

　　　　　地域

　　　　　管轄

　　　　区分年次

文 政 元

　　　　2

　　　　3

　　　　4

　　　　5

　　　　6

　　　　7

　　　　8

　　　　9

　　　 10

　　　 11

　　　 12

天 保 元

　　　　2

　　　　3

　　　　4

　　　　5

　　　　6

　　　　7

　　　　8

　　　　9

　　　 10

　　　 11

　　　 12

　　　 13

　　　 14

弘 化 元

　　　　2

　　　　3

　　　　4

嘉 永 元

　　　　2

　　　　3

　　　　4

　　　　5

　　　　6

安 政 元

　　　　2

　　　　3

　　　　4

　　　　5

　　　　6

万 延 元

文 久 元

　　　　2

蒲　原　北　部

本 店

日i 田

1

1

1

1

1

3

2

4

1

1

1

1

　

1

3

　

1

2

1

3

3

1

1

2

1

2

2

2

2

2

1

1

1

2

1

1

1

2

1

75.3

81.1

73.9

66.5

s

76.9

83.3

82.7

87.9

91.1

99.5

75.3

79.6

82.1

87.2

82.8

83.1

77.4

76.6

44.9

63.6

65.2

68.7

61.4

54.2

71.0

62.9

69.3

79.6

93.0

59.5

38.4

63.4

54.0

53.8

75.2

62.1

新　田

告79.1%

2　 81.4

1　 66.4

1　 26.1

3　 76.9

1　 73.3

1　 84.0

2　 51.3

a　 s9.a

2　 48.4

2　 59.2

4
ロ461

ρ0

4

0

Q
O

7

5

1

7
5

り
0

0

7

8

7

7
響

0
0

て
⊥

り
乙

0乙

り
乙

9
有

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

79.3

52.4

61.2

62.8

19.9

80.1

55.0

65.3

59.5

70.1

蒲　原　中　部

丸　徳

阿賀野川向

1　 76.7

1　 89.1

1　 76.1

3　 58.1

2　 79.7

3　 46.6

3　 62.6

2　 50.1

2　 55.2

2　 75.4

3　 61.5

3　 49.2

3　 68.9

2　 62.0

2　 53.8

1　 76.6

1　 47.9

1　 42.1

3　 42.6

3　 59.7

3　 57.0

3　 68.6

角　徳

信濃川向

1　 64.1

3

◎

9

0

5

7

3

6

9

9

1

8

4

8

5

7

6

6

3

3

7

1

2

8

1

2

5

5

5

1

1

7

7

4

5

4

4

3

3

3

2

2

2

2

0

5

8

0

5

0

4

8

2

1

9

6

6

8

3

ー

コ
⊥

3

1
⊥

-
亠

-
上

0
0

0
0

(
)

-
よ

5

ワ
ε

民
)

7

9
0

り
乙

2

1　 67.4

1　 13.5

1　 9.1

　　　..

山　徳

中ノロ川沿

4　 17.6

4　 　2.4

2

1

　

1

1

3

1

1

　

1

1

1

　

1

　

2

2

1

1

1

1

38.9

29.7

53.4

21.8

43.1

59.5

58.5

6.2

3.1

19.2

81.5

49.7

58.0

42.7

52.9

43.3

42.1

65

(全　体)

76.8

81.9

:1・

48.6

:.1

38.0

,・ ・

77.1

53.7

21.8

75.5

74.2

73.3

61.1

64.7

70.9

43.3

43.5

63.2

58.1

71.0

52.5

76.7

68.0

60.1

33.7

65.5

41.5

42.6

74.3
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3

3

2

48.2

63.3

68.0

45.4

49.9

55.2

.・1

 

-
⊥
　
　-

　
　1

　
　1
⊥

　　 3

元治元

慶応元

明治元

注(1)複 数村数 の年の実現率は村々の平均値 であ る。

　 (2)旧 田は正保2年 国絵 図所在 村を中心 とす る水原周辺,新 田は福島潟周辺が 中心であるが厳密 な区分 で

　　　　はない。

　 (3)加 治川向金徳懸の事例は後出慶応3年 以外Y'は 見出せなかったが,同 じ く蒲原北部で,本 店管下 と同

　　　　様 とみ られ る。

　 (4)(全 体)欄 は参考 として複数管下事例 明年の平均値 を示 した。

　 (5)市 島家文書各年,各 村の取箇帳 に より作成。

は
、
嘉
永
以
降

の
事
例
を
欠
く
が
、
比

較
的
安
定
し
て
い
て
北
部
旧
田
地
域
に

次
ぐ
レ
ベ
ル
に
あ

っ
た
と

推
定

さ
れ

る
。

こ
れ
に
た
い
し
同
じ
く
中
部
で
あ

る
が
、
信
濃
川
沿
い
の
角
徳
管
轄
地
域

は
数
値
の
幅
が
大
き
く
(
天
保
六

・
七

年

の
よ
う
に
水
害
に
よ
り
決
定
的
打
撃

を
う
け
る
可
能
性
の
あ

る
地
域

で
あ

る
。
こ
の
点
は
市
島
家
所
持
-
貸
付
地

の
う
ち
最
も
大
河
下
流
域
に
位
置
す
る

山
徳
管
下
の
村
村
で
は
さ
ら
に
明
瞭
で

あ

っ
て
、
水
害
時
の
取
箇
状
況
は
第
七

表
の
よ
う
に
壊
滅
的
様
相
を
示
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
水
害
に
よ
る
大
規
模
被

害
が
記
億
に
残
る
年
と
し
て
記
録
さ
れ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
参
考
ま
で
に
複
数
管
下
事
例
の
平
均

取
箇
率
を
み
る
と
、
数
年

お
き
に
著
し

く
低
下
す
る
年
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
そ
の
主
要
因
が
水
害
を
中
心
と

す
る
自
然
災
害
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
い

ち
い
ち
破
堤
等

の
事
実
を
指
摘
す
る
こ

と
は
省
略
す
る
が
、
容
易
に
想
定
で
き

よ
う
。
蒲
原
平
野
の
米
作
単
作
生
産
は

水
と
の
闘
い
を
避
け
ら
れ
ず
、
所
持
酷
貸
付
地
が
広
範
な
地
域
に
分
散
し
て
い
る

こ
と
は
リ
ス
ク
の
分
散
を
意
味
し
た
。
地
域
の
広
が
り
が
大
き
い
ほ
ど
、
そ
の
全

て
が

一
時
に
水
で
蔽
わ
れ
る
危
険
性
は
少
な
く
な
る
。
こ
の
点
が
限
ら
れ
た
地
域

内
で
リ
ス
ク
の
分
散
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
中
小
地
主
と
大
地
主
と
の

違

い
で
あ
り
、
大
規
模
水
害
等
を
契
機
と
し
て
中
小
地
主
層
の
経
営
が
動
揺
し
、

大
地
主
の
よ
り

一
層
の
大
規
模
化
を
結
果
し
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
水
害

の
全
て
が
生
産
の
絶
え
ざ
る
破
壊
的
要
因
と
し
て
の
み
作
用
し
た

と
は
み
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
も
付
言
し
て
お
こ
う
。
生
産
の
九
〇
%
以
上
を
失

わ
せ
る
水
害
は
確
か
に
破
壊
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
大
水
害
が
連
続
す

る
こ
と
は
常
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
、い
し
、
洪
水
に
よ

っ
て
運
ば
れ
た
肥
沃
な

成
分
が
、
水
害

の
翌
年
に
豊
作
を
も
た
ら
す
働
き
も
し
た
。
数
回
の
小
規
模
水
害

に
ょ
る
収
穫
減
が

一
回
の
豊
作
に
よ

っ
て
ヵ
バ
ー
さ
れ
る
現
象
は
、
水
害
常
襲
地

域
で
も
広
範
に
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
水
害
の
負
担
が
地
主
に
の
み
及
ん
だ
わ
け
で

は
な
い
。
七
表
の
上
塩
俵
村
で
の
地
主
H
市
島
家
負
担

「定
納
石
」
は
文
化
二
年

に
は

一
四

一
石
余
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
う
ち

一
〇
八
石
余
は

「無
作
御
引
」
き
と

な
り
、
別
に
七
八
石
の

「種
子
夫
喰
米
」　
「
四
斗
被
下
米
」
が

与

え
ら
れ

て

い

る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と
が
、
本
拠
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
生
産
不
安
定

地
域
に
も
貸
付
地
を
持
続
的
に
展
開
す
る
背
景
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
第
六
表
を
補
強
し
つ
つ
、
多
様
な
貸
付
地
の
存
在
が
地
主
収
取

の
相
対
的
な
安

定
化
の
基
盤
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
第
八
表
は
同

一
村
で
あ

る
が
取
箇
が
区
別
さ
れ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
本
店
管
下
の
蒲
原
北

部
旧
田
地
域
と
新
田
地
域

の
境
界
地
域
の
村
で
、
地
域
状
況
に
ふ
さ
わ
し
く
共
同

開
発

・
所
持
地

(
「仲
間
分
」)
が
存
在
す
る
。
旧
来
か
ら
の
貸
付
地
の
反
当
り
入

付
米
に
比
べ
て
、　

「
仲
間
分
」

の
入
付
米
が
開
発
地
と
し
て
や
や
低
く
設
定
さ
れ

66
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第7表 徳懸水害常襲地域における取箇状況

　　 村名

　　 隼次項目

入付米

取箇米

立見引

減免率

山　崎

文 政11

　 石　 合

448.511.5

39.681.0

408.030.5

91.2%

天保7

446.923

　 8.ユ88

438.735

98.2

松　橋

文 政11

ヱ85.924

73.185

112.739

60.6

天保7

183.850

9.095

174.755

95.1

上塩俵

文 政11

462.655

17.401

445.254

96.2

天保7

463.258

　 1.632

461.626

99.6

中下塩俵

文 政11

83.411

15.277

68.134

81.7

天保7

83.907

2.023

　 ..

97.6

計

文 政11

1180.501.5

145.544

1034.957.5

＆7.7

天保7

1177.938

20.938

1157.000

98.2

市 島家文書 文政11年9月23日 隱 掛 り当子取箇仕訳」、天保7年1◎ 月 「愈 掛 り村々有毛田畑取箇書抜」
により作成

第8表 高田村における取箇の推移

年次　入付面積

文政11

　　 12

天 保元

　　 2

　　 6

　　 7

　　 8

　　 9

　　 10

　　 11

　　 12

反　　歩

12大042

/r

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ク

〃

入付米
　 俵　　合

46.256.1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

反当
石　 合

1.216.2

取箇米
　俵　 合

31.350.8

41.079.7

31.040.2

35.337.1

30.019.6

28.385.3

35.095.1

35.263.0

39.070.4

31.239.8

38.801.6

率

68.3

..

66.7

76.8

64.4

62.0

75.6

76.4

79.0

67.8

85.8

面積

55小031

〃

ク

ク

〃

ク

〃

〃

〃

ク

〃

入付米
　 俵　合

187.014

〃

〃

g

〃

/j

〃

〃

〃

ク

〃

反当
n

1.124.9

取箇米
　 俵　 合

148.103.5

173.191.5

117.139.6

158.356.8

138.301.0

154.241.5

161.219.4

148.143.0

146.357.3

142.268.2

158.208.0

率

79.3

92.8

62.7

85.0

74.2

82.7

.　 ,

79.3

78.5

76.3

84.8

注(1)田 畑入付面積12反 余 はすでに文化4年 に も同面積 、同入付が確め られる市 島家所持分。

　 (2)　 　　 〃　 　 55反 余 は 「此方穴沢仲間分」で、水原町の地主穴沢 家と共同開発 、共同所持分で

　　　両者の取分は50%ず つで折半 されている。

　 (3)市 島家文書、各年の高 田村田畑取箇帳によ り作成 。

第9表 　幕末 ・明治初年の取箇状況

懸

本
店

金
徳

丸
徳

角徳

山徳

蔵　所

籠田蔵

天王蔵

中村蔵

奥村蔵

蔵光蔵

薪潮擶

大秋蔵

十榊ヨ
ロ

年　次

元治元

明治6

慶応元
　 〃

〃

〃

　 ク

慶応3

　 〃

村数

9

19

10

5

3

8

7

10

4

75

入付米
　 　 眉　合

　 759.624.7

1.232.961.8

　 725.638.8

　 354.098.7

　 127.858.3

1.044.207.6

461.876.7

1.307.531.4

1.095.367.5

7.109.165.5

定免引

　 石

167.117.2

96.215

45.639.7

1.400

310.371.9

違作引

115.193.5

　 8.403

15.763.4

1G.199

11.245

389.882.6

135.253.7

473.953.4

661.528.0

1.＆27.421.6

取箇米　取箇率

644.431.2

1.05Z441.6

613.664.4

292.260

115.＆13.3

654.325

326.623

833.57＄

433.839.5

4.971.772

84.8

85.8

84.6

＄2.5

90.4

62.7

70.7

63.8

39.6

69.9

継米 ・差米

36.601

163.205.4

114.020

52.260

163.733.5

86.767.9

616.587.8

総取箇

681.032.2

1.220.647

613.660.4

292.2fiO

115.613.3

768.345

378.883

997.311.5

524.607.4

5.588.359.8

率

89.7

99.0

84.6

82.5

90.4

73.6

82.0

76.3

47.5

78.6

注.市 島家文書元治元年　籠田蔵掛村々子取箇仕訳、慶応元年 金徳懸村々子取箇仕訳 同年(丸 徳懸)
　　薪津損筋村々取箇仕訳大秋蔵掛村々子取箇仕訳、慶応3年 　角徳掛村々当卯取箇仕訳、同年　由徳
　　懸村々当卯取箇仕訳、明治6年 天王蔵掛当酉取箇仕訳により作成

翁7



窓史

て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
面
積

・
入
付
米
と
も
に
変
化

の
な
か

っ
た
文
政
十

一
年

か
ら
天
保
十
二
年
ま
で
の
十

一
年
間
の
取
箇
状
況
の
推
移
を
み
る
と
、
旧
来
貸
付

地
は
七
表
と
同
じ
く
文
政
十

一
年
と
天
保
七
年
に
入
付
米
実
現
率
が
低
下
し
て
い

る
。　
一
方
開
発
地
は
異
な
る
推
移
を
示
し
、
し
か
も
総
じ
て
入
付
米
実
現
率
は
高

い
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に
生
み
だ
さ
れ
た
生
産
の
安
定
的
発
展

の
成
果
を
地
主

が
把
握
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
煩
を
避
け
て

一
村
の
事
例
を
掲
げ
る
に
と
ど
め

る
が
、
市
島
家
所
持
1ー
貸
付
地
の
主
力
で
あ
る
本
店
管
下
の
第
六
表
の
数
値
は
こ

の
よ
う
な
村
村
の
集
約
結
果
で
あ

っ
た
。

　
そ
れ
だ
け
に
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
幕
末
期
に
お
け
る
数
値
の
低
下
状
況

が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
の
市
島
家
全
取
箇
を
推
定
し
よ
う
。
第
九
表
は
七

五
力
村

・
入
付
米
規
模
約
七

一
〇
〇
石
に
つ
い
て
の
取
箇
状
況
を
示
す
。
全
体
で

は
な
く
、
と
く
に
主
力
の
本
店
管
下
の
う
ち
加
山

・
高
森

・
大
月
興
野
お
よ
び
内

蔵

(水
原
)
な
ど
主
要
部
分
を
欠
い
て

い
る
こ
と
、
ま
た
期
間
が
元
治
元
年

か
ら

明
治
六
年
ま
で
と
や
や
分
散
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
が
、
本
店
管
轄
分
の

三
分
の

一
強
お
よ
び
各
懸
り
預
け
分

の
全
て
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
幕

末

・
明
治
初
年
の
取
箇
状
況
の
推
移
を
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
第
九
表
で
判
明
す
る
第

一
点
は
、
所
持
口
貸
付
地
の
大
規
模
、
広
範
化
に
伴
う

地
域
差
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
点
は
す

で
に
指
摘
し
て
き
た
が
、　
「
定
免
引
し
が

蒲
原
北
部
を
管
轄
す
る
本
店
お
よ
び
金
徳
管
下
の
地
域
に
の
み
存
在
す
る
こ
と
で

さ
ら
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
幕
末

の
蒲
原
北
部
地
域
で
は
他
地
域
よ
り
も
農

業
生
産
の
安
定
が
実
現
し
、
入
付
米

の
高
率
性
が
相
対
化
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
状

況
を
背
景
と
し
て
、
立
見

(
に
伴
う
減
免
を
め
ぐ
る
諸
状
況
)
を
避
け
、
安
定
的

に

一
定
の
取
箇
を
確
保
し
た
い
地
主
と
、
小
作
経
営
の
安
定
的
継
続
を
求
め
る
小

作
農
と
の
要
求
の

一
致
点
が

「定
免
引
」
で
あ

っ
た
。
金
徳
管
下

一
八
力
村

の
場

合
を
み
る
と
、

一
五
力
村
で

「
定
免
引
」
　
「土
免
引
」
　
「入
下
」
が
確
か
め
ら
れ

る
。
入
付
米
か
ら

一
定
割
合
で
減
免
す
る
、
納
入
す
べ
き
年
貢
部
分
を

一
定
割
合

で
免
除
す
る
、
入
付
米
そ
れ
自
体
を

一
定
割
合
で
削
減
す
る
等
種
々
の
方
法
が
採

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
多
様
な
条
件
、
状
況
を
反
映
し
て
、
割
合
は
村
に
ょ

っ
て

異
な
る
。

一
五
力
村

の
内
訳
は
二
〇
%
以
上
二
、

一
五
i
二
〇
%
三
、

一
〇
1

一

五
%
六
、
五
ー

一
〇
%
二
、

一
ー
五
%
三
で
、
最
高
二
〇

・
一
%
か
ら
最
低

一
・

二
%
ま
で
の
開
き
が
あ
る
。
本
店
管
下
天
王
蔵
所
の
場
合
は
最
高
三
八

・
四
%
か

ら
最
低
三

・
九
%
、
平
均

二
二
・
六
%
で
あ
る
。

一
方
、
同
管
下
の
籠
田
蔵
所
に

は
定
免
引
は
み
ら
れ
ず
、
小
作
側
の
対
応
も

一
律
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
は

「
定
免
引
」
存
在
地
域
も
含
ん
で

「違
作
引
」
が
み
ら
れ
る
。
全
面
的

な
減
免
の
存
在
は
、
対
象
期
間
中
に
生
産
不
安
定
年
が
あ
る
と
は
い
え
、
立
見

・

減
免
が
常
態
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
北
部
定
免
地
域
で
の
違
作
引
は

入
付
に
た
い
し
○

・
七
ー
八

・
八
%
で
あ
る
。
こ
れ
に
定
免
引

を
加

え
る
と

一

〇
ー

一
五
%
前
後
と
な
る
。
こ
れ
は
定
免
引
の
な
か

っ
た
籠
田
蔵
所
村
村
の
違
作

引
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
定
免
引
が
減
免
要
求
を
牽
制
す
る
役
割
を
持

っ
て
い
た
と
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
蒲
原
中
部
に
は
定
免
引
を
成
立
さ
せ

る
生
産
状
況
に
な
か

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
丸
徳

・
角
徳
管
下
の
減
免
率
は
三

〇
%
を
越
え
て
四
〇
%
に
近
く
、
山
徳
管
下
に
い
た

っ
て
は
六
〇
%
に
及
ぶ
。

こ

の
よ
う
な
地
域
で
は

一
五
%
程
度

の
定
免
引
に
よ
る
入
付
米
収
取
の
強
行
は
、
地

主
の
取
箇
を
不
安
定
に
す
る
の
み
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
蒲
原
西
部
割
地
慣
行
地

域
に
お
け
る
今
井
家
や
、
同
南
部
信
濃
川
流
域
に
お
け
る
田
巻
家

の
契

約

の
中

に
、
入
付
米
に
た
い
し
て
三
〇
%
前
後
に
及
ぶ
高
率
の

「勘
弁
引
」
を
設
定
し
て

取
箇
を
定
額
に
す
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
生
産
状
況
に
た
い
す
る
地
主
的
対
応
で

あ

っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
み
て
、
市
島
家
取
箇
の
幕
末
期
に
お
け

6＆



る
低
迷
状
況
は
、
高
率
入
付
米
収
取
を
基
盤
と
し
た
質
地
地
主
小
作
関
係
が
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
象
徴
的
表
現

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
第
三
は
違
作
引
に
示
さ
れ
る
体
制
的
な
問
題
状
況
を
抱
え
て
い
て
も
、
事
実
と

し
て
大
地
主
体
制
が
明
確
に
成
立

・
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
七

一
〇
〇
余

石
に
及
ぶ
入
付
米
の
う
ち
約
七
〇
%
が
取
箇
と
し
て
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
量

は
約
五
〇
〇
〇
石
に
達
し
て
い
る
。
後

出
の
継
米
、
差
米
を
加
え
れ
ば
約
五
六
〇

〇
石
で
あ
る
。
大
規
模
化
に
よ
る
危
険

の
分
散
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ヅ
ト
が
、

備 考
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　　　　　　　 第10表 　幕末 ・明治初年の歳入高

俵　数
　　　 俵　　合

1.233.342.2

1.756.195.9

1.591.200.4

　　989.195.8

1.003.051.5

　 485.107.4

歳 入高

　　530.532.2

　　755.155.9

　　636.600.1

　　436.148

　　421.311.5

　　203.807.4

2.983.555.1

引諸

　　150.500

　　465.491.1

　　384.933.6

　　711.080

　　576.000

　 316.800

2604.804.7

総取箇
　　　　石　 合

　　681.032.2

1.220.647

1.021.533.7

1.147.228

　 997.311.5

　 520.607.4

5.588.359.8

 

懸蔵

籠 田

天 王

金徳懸

丸 〃

角 〃

山 〃

計

注1.角 徳懸蔵入高は正 米大 図850俵.金 納大図153俵051合5タ である

　 2.山 徳懸蔵入高は正米大 図400俵.金 納大図85俵107合4タ で ある。

　 3.典 拠 は第9表 に同 じ。

大
地
主
の
貸
付
地
経
営
を
強
固

に
し
て
い
る
様
相
を

伺
え

よ

う
。　
「取
箇
仕
訳
」
は
各
懸
り

か
ら
本
店
に
十
月
に
提
出
さ
れ

て
い
る
。
地
主
は
こ
れ
を
集
約

し
て
、
後
述

の
よ
う
な
諸
支
出

を
考
慮
し
つ
つ

「蔵
入
高
」
に

つ
い
て
見
積
り
を
た
て
る
。
こ

れ
が
米
相
場

の
動
向
を
予
想
し

つ
つ
、
年
内
売
却
あ
る
い
は
越

年
売
却
を
決
定
し
て
い
く
基
礎

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
は

「継
米
」
　
「差
米
」

の
存
在
で
あ
る
。
煩
瑣
と
な
る

こ
と
を
避
け
て
こ
れ
ま
で
ふ
れ

て
こ
な

か

っ
た
が
、

蒲
原
北

部
で
は

「継
米
」、

中
部

で

は

「
差
米
」
と
称
し
て
、
入
付
米

・
違
作
引

・
廻
米
そ
の
他
諸
引
分

・
取
箇
米
の
全

て
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
取
箇
米
の
と
こ
ろ
で
比
率
そ

の
他

を
み

る

と
、
多
様
な
状
況
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
籠
田
蔵
所
で
は
八
力
村
が

一
律
に

七

・
五
%
で
あ
る
が

一
力
村
は
無
継
で
あ
る
。
金
徳
管
下
で
も
存
在
し
な
い
。
天

王
蔵
所
で
は

一
七
%
の
村
が
多
い
が
、
七
、
七

・
五
、
九
、

一
四
、

一
五
、

一
六

%
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
中
部
で
は

一
六
%
や
二
〇
%
の
村
が
多
い
が
、
同

一
村

内
で
も
町
米
入
付
や
大
豆

・
大
麦
入
付
に
は
付
加
し
て
い
な
い
。
九
表

の
総
取
箇

米
に
対
す
る
比
率
は

=

一
・
四
%
に
な
る
。
定
免
引
と
ほ
ぼ
相
殺
し
あ
い
、
違
作

引

の
三
分

の
一
強
を
取
り
消
す
高
さ
で
あ
る
。
こ
の
慣
行
の
起
源
や
実
態

の
究
明

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
地
主
と
小
作
の
対
立
を
招
く

一
因
で
あ
ろ
う
こ
と
は

容
易
に
想
定
さ
れ
る
。
近
代
に
お
け
る
小
作
争
議

の
引
き
金
に
な

っ
た
こ
と
を
付

言
し
て
お
こ
う
。

　
取
箇
の
確
定
す
な
わ
ち
収
納
予
定
量
の
確
定
の
後
に
蔵
入
高

の
目
安
が
た
て
ら

れ
る
。
廻
米

・
給
米

・
足
役
米

・
差
配
給

・
小
出
米

・
合
力
米

・
諸
掛
米

・
蔵
掛

手
当
そ
の
他
種
々
の
名
目
の
支
出
が
算
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
総
取
箇
米
か
ら
除

い

た
蔵
入
高

(
「大
図
蔵
入
可
相
成
分
」
)
は
第

一
〇
表
の
よ
う
に
な
る
。
蔵
入
高
は

取
箇

の
う
ち
の
五
三

・
四
%
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
数
値
は
こ
こ
で
俵
単
位
に
換

算
さ
れ
、
実
際
の
納
入
に
備
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
角
徳

・
山
徳
懸
り
で
は

正
米
納
入
と
金
納
分
と
に
区
分
し
て
見
積
り
が

な

さ
れ

て

お
り
、
水
害
常
襲
地

域
目
生
産
不
安
定
地
域
に
お
い
て
、
他
地
域
に
は
な
い
、
あ

っ
て
も
例
外
的
な
金

納
に
よ
る
収
納
を
そ
れ
ぞ
れ

一
八
、

二

一
二
二
%
も
予
定
し
て
い
る
。
地
主

・
小

作
双
方
の
了
解
の
上
で
の
対
応
で
あ
る
と
み
ら
れ
、

こ
の
地
域

の
幕
末
期
に
お
け

る
木
綿
織
生
産
の
展
開
に
代
表
さ
れ
る
商
品

・
貨
幣
流
通
と
関
連
し
て
、
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
籠
田
蔵
掛
が
蔵
入
高

=

一
三
三
俵
余
と
報
告
し
た

「
取
箇
仕
訳
」

の

末
尾
に
は
、
朱
書
で

「米
九
百
廿
俵
　

　
取
立
高
」
と
の
記
入
が
あ
る
。
朱
書

の

時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
実
際
に
納
入
が
九
二
〇
俵
ま
で
進
み
、
年
内
の
納
入
状

況
に
つ
い
て
凡
そ
の
見
通
し
が
明
ら
か
に
な

っ
た
時
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は

一
〇
表

の
蔵
入
高
は
あ
く
ま
で
も

「
大
図
」
で
あ

っ
て
、
実
際
の
蔵
入
米
量
の
確

定
は
取
立
高
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。　
「取
箇
帳
」

か
ら
さ
ら
に

「取
立
帳
」
に
検
討
を
進

め
て
行
こ
う
。

四

小
作
料
収
取

の
実
態
　
⇔

　
ー
ー

「
取
箇
」

か
ら

「取
立
」

へ

　
小
作
米
納
入
を
め
ぐ
る
地
主
と
小
作
農

の
種
々
の
意
向
が

交
錯
す

る
状
況

を

反
映
し
て
、
取
立
帳

の
記
載
事
項
は
非
常
に
多
様
で
あ
る
。
同
帳
も
村
別
に
作
成

さ
れ
て
い
る
が
、
取
立
て

(
入
)
と
引
き

(
出
)
の
内
容
は
村
毎
に
異
な
る
と
い

え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
ず
い
く

つ
か
の
事
例
の
概
略
を
み
て
、
取
立
帳
の
基
本
構

造
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。
文
政
十
年

「
天
王
新
田
亥
取
立
帳
」
は
小
作
農

一
人
別

の
取
箇
を
確
認
し
、
次
ぎ
に

「内
」
と
し
て
各
種
引
き
分
を
列
挙
す
る
。　

「御
収

納
米
川
下
げ
」
七
〇
石
余
、　

「御
廻
米
」

二
石
余
、　

「来
子
足
役
給
」

一
七
石
弱

が
主
な
内
容
で
、
他
に
ご
く
少
量
の

「
本
田
川
潰
地
替
地
引
し　
「松
林

二
成
ル
」

等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に

「悪
作
引
」
一
一三
石
余
を
加
え
た
合
計

一
=
二
石
余
を
取

箇
米
か
ら
除
く
。
残
り
の

二
一三

石
余
に

一
七
%
の
継
米
を
合
わ
せ
た

一
五
四
石

余
が
取
立
米
で
あ
る
。
し
か
し
記
載
は
こ
こ
で
終
ら
ず

「外
」
と
し
て
各
種
取
立

分

の
記
載
が
続
く
。
こ
れ
は

一
〇
項
目
も
あ
る
か
ら
列
挙
は
省
略
す
る
が
、
主
な

も
の
は

「川
下
ケ
引
替
米
」
九
〇
石
余
、
昨
秋

・
当
春

「貸
米
」

一
一
石
余
で
あ

る
。

こ
の
合
計

=

一八
石
余
を
加
え
た

二
八
三
石
余
"
六
五
九
俵
余
が
実
際
の
取

立
米
と
な
る
。
こ

こ
か
ら
収
納
関
係
手
当

(
「差
配
料
」　
「大
儀
料
」
な
ど
)
六

俵
余
を
引
い
た
六
五
二
俵
余
が
蔵
入
分
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
さ
ら
に
記
載
は
続

き
、
各
種

「用
捨
」　
「手
宛
」　
「大
儀
料
」
な
ど
が
出
て
く
る
。

こ
れ
は

一
七
俵

余
で
あ
る
が
差
引
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
収
納
過
程
で
地
主
側
が
減
額

を
認
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
天
保
十
四
年

「高
森

・
森
下

・
高
森
新
田
三
力
村
当
卯
米
取
立
帳
」
は
取
箇
米

を
記
し
た
後
、　
「内
」
と
し
て
年
貢
収
納
米
を
あ
げ
、
そ
れ
を
引

い
た
残
り
に
継

米
を
加
え
て
取
立
分
と
し
、
こ
こ
で
俵
に
換
算
し
て
い
る
。
取
立
分
に
徴
収
す
べ

き
過
去
の
未
納

・
貸
米

を
加

え
、　

「
(悪
作
)
勘
弁
引
」
　
「
大
儀
料
」
　
「立
見
間

違
引
」
等
を
引

い
た
三
五

一
俵
余
が
蔵
入
米
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
収
納
終
了
後

の

「
蔵
入
〆
高
し
・
は
二
八
七
俵
余
と
記
載
さ
れ
、
五
八
俵
余
が

「
不
足
」
と
な

っ
て

い
る
。
以
下
帳
簿

の
末
尾
部
分
は

一
五
名
の
、

一
斗
三
升
か
ら
一
=

俵
ま
で
の
未

納
記
録
で
あ
る
。
内
七
名
は
年
が
明
け
た
二
月
二
十
二
日
に

「済
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、　
「
是

ハ
辰
暮
相
済
極

メ
」
と
貸
米
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。

　
文
久
三
年
榎
舟
渡
村
取
立
帳
は
取
箇
米

・
利
米

・
(
徴
収
す
べ
き
)
貸

米

を
あ

げ
、
そ
こ
か
ら
廻
米
、
実
際
蔵
入
米
を
引
い
て
残
り
の
明
細
を
記
載
し
て
い
る
。

不
足
六
五
俵
余
の
内
訳
は
三
三
俵
余

の

「先
年

ヨ
リ
未
納
」
と
こ
の
年
新
た
に
発

生
し
た
未
納
で
あ
る
。
な
お
後
出
の
福
岡
村
取
立
帳
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。

　
以
上
の
数
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
取
箇
と
取
立
の
基
本
的
関
係
は
次
ぎ
の
よ

う
に
い
え
る
。
取
箇
か
ら
年
貢
関
係
お
よ
び
差
配
粧
等
の
貸
付
地
経
営
費
な
ど
毎

年
の
恒
常
的
支
出
を
引
き
、
既
往
の
貸
米

・
未
納
米
返
済
分
、
利
米
、
各
種
立
て

替
え
分
を
加
え
た
も
の
が
取
立
-ー
蔵
入
米
で
あ
る
が
、
新
た
な
未
納

・
貸
米
が
発

生
す
れ
ば
、
実
際
の
蔵
入
分
は
そ
れ
を
引

い
た
も
の
に
な
る
。
入
付
米
目
契
約
小

作
料
が
ど
の
程
度
地
主
の
蔵
に
実
際
に
入
る
か
は
、
立
見

・
減
免
と
未
納

・
貸
米
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の
徴
収
と
取
立
て
と
い
う
変
動
要
因
の
存
在
に
よ

っ
て
連
年
変

化

し

た

の
で
あ

る
。

　
取
箇
と
取
立
の
関
係
を
律
す
る
量
的

に
も
大
き
な
要
素
と
し
て
年
貢
諸
掛
が
あ

る
。
そ
の
う
ち
金
納
分
に
つ
い
て
は
地
主
家
が

一
括
し
て
負
担

・
納
入
し
て
い
る

か
ら
、
小
作
料
収
納
を
め
ぐ

っ
て
問
題
と
な
る
の
は
現
物
年
貢

(
廻
米
、
川
下
げ

米
な
ど
)
で
あ
る
。
上
記
の
事
例
で
は
年
貢
、
地
主
徳
米
と
も

一
旦
地
主
の
蔵
に

入
る
よ
う
に
も
、
ま
た
徳
米
の
み
で
あ

る
よ
う
に
も
み
え
る
。
実
態
の
究
明
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
が
、
前
項
小
作
契
約

で
み
た
よ
う
に
、
年
貢
納
入
に
つ
い
て
主

導
権
を
持

つ
地
主
は
さ
ま
ざ
ま
な
納
入
形
態
を
試
み
て
い
て
、
単

一
の
形
態
で
固

定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
中
部
地
域
の

一
部
の
村
村
で

入
付
米
の
内
に

「
蔵
米
」
を
設
定
す
る
契
約
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
蔵
米
"
年
貢

米
と
み
ら
れ
、
地
主
の
蔵
を
経
由
し
な

い
可
能
性
が
強
い
。
し
か
し
こ
の
形
態
は

特
別
で
あ

っ
て
、

一
般
に
は
蔵
所
で
管

下
村
村
の
現
物
年
貢
を
差
引
し
て
、
地
主

の
蔵
を
経
由
し
て
納
入
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
経
由
し
な
い
場
合
も
あ

っ
た
と
み

ら
れ
る
。
上
記
の
天
王
新
田
の

「
川
下
ケ
引
替
米
」
取
立
は
、
同
新
田
地
主
家
負

担
川
下
げ
分
を
地
主
が

一
括
し
て
納
入
し
、
改
め
て
小
作
農
各
人
か
ら
地
主
蔵

へ

取
り
立
て
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
幕
領
の
場
合

の
他
所

へ
移
動
す
る
現
物

年
貢
と
は
廻
米
で
あ

っ
て
、
地
主
の
蔵
所
で
差
引
し
た
結
果
、
A
、
B
村
は
全
取

箇
米
を
地
主
蔵

へ
納
入
し
、
C
村
が
両
村
お
よ
び
自
村
分
の
廻
米
を
納
入
す
る
等

の
操
作
が
お
こ
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
新
発
田
領
の
場
合
、
現
物
年
貢
の
多
く
は

沼
垂
藩
倉

へ
運
ば
れ
た

(
川
下
げ
)
が
、
そ

の
際
戸
谷
氏
の
い
わ
れ
る
藩
倉
納
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

が
お
こ
な
わ
れ
、
藩
が
問
題
に
し
て
い
る
事
実
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場

合
は
ま
さ
に
地
主
の
差
引
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
地

主
は
小
作
米
収
納
過
程
で
、
自
ら
の
も

の
に
な
ら
な
い
現
物
年
貢
分
を
除
外
す
る

第11表 　取立の構造と推移

備 考未納

 

計その他蔵入米差配料他廻米取立計その他貸米質利米

水車出し搗X280　 余

　　〃　 他287〃

〃他269〃 、売米108俵

20.063.2

31.147.6

35.059.1

52.093

86.165.4

133.349.4

484.192.6

517.017.1

520.350.2

513.255.0

503.356.0

4　1.026.2

289.414.7

295.008.3

269.327.4

　　　 ZOO

78.0荏2.9

103.168.3

6.287.1

369,1製

355.0＆1

289.304.2

12.000

12.000

i2.000

12.000

12.000

7.057

103.535

106.240.5

124.135.1

131.262

136.275

202.065

脳,255。8

駁8.164。7

55＆.(YJ9.3

565.349

590.121.4

632.375.6

10.309.5

12.134.6

7.074.5

2.206

2.206

2.206

15.318

33.328.2

46.044.6

60.231

91.237

133.212.6

4.200

4.200

当納
　 俵　　合

473.218.3

497.302.0

502.290.2

502.312.0

49＆.078.4

496.078.4

年次
　 　 年　月

弘化3.10

嘉永 元.10

安政2,10

文久2.10

慶応 元.10

萌治5.10

市島家文書　各年の福岡村取立帳により作成

操
作
を
お
こ
な
う
が
、
そ
の
た
め
に
個
別

の
小
作
農
か
ら
の
取
立
て
に
あ
た

っ
て
彼

の
取
箇
を
年
貢
と
地
主
徳
米
に
区
分
す
る

必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
先
出
の
福
岡
村
の
事
例

に

よ

っ
て
取

箇
、
取
立
米
の
推
移
を
み
よ
う

(第

一
一

表
)。

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
同
村
は
文
政

期
以
来
市
島
家
の
事
実
上
の
全
村
所
持
体

制
の
下
で
、
五
八
八
俵
余
の
入
付
米
で
固

定
し
て
い
た
。
取
箇
、
取
立
米
は
と
も
に

変
動
す
る
が
入
付
米
を
基
準
と
し
て
考
察

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

一
一
表
を
検

討
す
る
前
に
入
付
米
が
五
八
八
俵

一
四
九

合
六
夕
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
文
政

十
二
年

の
取
立
帳
を
み
て
お
こ
う
。
同
帳

で
は
入
付
高
に
質
利
米
や
貸
米
そ
の
他
を

加

え
た

六
〇
四
俵
余

か
ら
、

八
七
俵
余

(
一
五
%
)
の
定
免
引
、
廻
米
、
差
配
料

等
を
引
き
、
残
り
の
内
訳
の
中
に
取
立
ー1

蔵
入
米
三
五
五
俵
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

急
激
な
土
地
集
積
の
延
び
に
対
応
し
て
、

取
立
の
基
準
も
変
動
す
る
入
付
米
に
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
村
に
お
け
る
集
積
口
所
持
が
固
定
し
て

?1



窓史

く
る
と
、
減
免
等
は
取
箇
帳
で
処
理
さ
れ
、
取
立
帳
は
取
箇
"

「当
納
」
か
ら
始

ま
る
体
制
に
な
る
。

　

一
一
表
に
表
示
し
て
あ
る
が
、
取
立
を
構
成
す
る
質
利
米
が
嘉
永
元
年
で
消
え

て
い
る
。
村
民
か
ら
の
零
細
集
積
が
終
了
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
す
で
に
文

政
以
来
続
い
て
き
た
入
付
米
五
八
八
俵
体
制
の
端
数
の
部
分

が

こ
こ
で
確
定

し

(
一
四
九
合
六
か
ら
二
六
八
合
六
へ
)
、
以

後

明
治
初
年
ま
で
変
わ
ら
な
い
。
入

付
米
に
対
す
る
取
箇
-ー
当
納
の
比
率
を
み
る
と
、
弘
化
三
年

こ
そ
七
五
%
で
や
や

低
い
が
、
他
の
年
は
八
四
i
八
五
%
で
あ
る
。
文
政
以
来
の

一
五
%
定
免
契
約

の

継
続
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
取
箇
高
の
固
定
状
況
が
取
立
帳
の
記
載

を
当
納
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
当
納
H
取
立

で
は
な
か

っ
た
。
当
納
に
た
い
し
て
三

・
一
-
二
六

・
八
%
に
あ
た
る
既
往
の
貸

米
の
取
立
が
加
え
ら
れ
、
取
立
高
は
入
付
米
高
に
接
近
す
る
の
で
あ
る
。
徴
収
す

べ
き
貸
米
が
増
大
傾
向
に
あ

っ
て
取
立
高
を
増
加
さ
せ
て
い
る
推
移
が
注
目
さ
れ

る
。

　
取
立
分
か
ら
除
外
あ
る
い
は
支
出
さ
れ
る
主
要
項
目
は
現
物
年
貢

(
廻
米
)
と

差
配
料
で
あ
る
。
廻
米
は
漸
増
し
て
い
る
が
入
付
米
に
た
い
し
て
二
〇
%
前
後
で

あ
る
。
明
治
五
年
に
は
三
四
%
に
上
昇
し
て
い
る
が
体
制
が
変
化
し
た
こ
と
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

差
配
料
は
差
配

(
二
人
)
料

一
〇
俵
二
斗

と
小
走

(
一
人
)
給

一
俵
二
斗
で
固
定

し
て
い
る
。
そ
の
他
に
若
干
の
勘
弁
引
、

木
下
引
、
過
米
差
引
な
ど
が
あ
る
が
や
が
て
消
え
て
い
く
。

　
表
中
の
蔵
入
高
は
取
立
高
に
た
い
し
て
弘
化
三
年

一
五

・
五
%
、
嘉
永
元
年

一

八

・
八
%
、
安
政
二
年
四
八

・
四
%
、

文
久
二
年
六
五

・
三
%
、

慶
応

元
年

六

〇

・
二
%
、
明
治
五
年
四

一
%
と
推
移

し
て
い
る
。
年
に
よ
る
変
動
が
大
き
く
低

率
の
年
が
多
い
が
、
備
考
欄
に
記
し
た
米
も
加
え
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
弘

化
三
年
の
二
八
〇
俵
は

「
赤
水
水
車

へ
搗
米

二
出
ス
」
、

嘉
永
元
年
は

「飯
塚
船

場

へ
出

ス
」
　
「押
切
水
車

へ
出
ス
」
、

安
政
二
年
は

「和
泉
屋
伊
三
郎
江
売
米
之

内
天
神
堂
須
走
水
車
江
出
し
相
渡
候
分
」
お
よ
び

一
〇
八
俵
の

「籠
田
惣
次
郎
方

江
相
渡
し
」
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
み
て
、
福
岡
蔵
を
経
由
し
た
か
ど

う
か
は
別
と
し
て
、
蔵
入
米
と
し
て
取
立
ら
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
本
店
か

ら
の
指
示
に
よ
り
酒
造
米
な
ど
と
し
て
売
却
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
廻
米
も
含
め
た
取
立
11
蔵
入
は
い
ず
れ
の
年
も
、
貸
米
取
立
に
よ

っ
て
増
強
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
当
納
を
上
回

っ
て
い
る
。
ま
た
入
付
米
に
た
い
す
る

比
率
も
八
二
ー
八
八
%
の
高
率
を
示
す
。
し
か
し
取
立
計
に
た
い
す
る
比
率
を
み

る
と
九
六
%
か
ら
漸
減
し
、
慶
応
元
年

は
八
五
%
、
明
治
五
年
は
七
九
%
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
る
。
明
ら
か
に
取
箇
定
免
の
下
で
、
貸
米
取
立
が
新
た
な
未
納
を

生
み
、
し
か
も
そ
れ
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
僅
か

一
村

の
状
態
を
検
討
し
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
単
純
に
結
論
め
い
た
こ
と
は
い
え
な
い

が
、
先
述
来

の
幕
末
期
の
取
箇
率
の
低
下
傾
向
も
、
単
に
生
産
不
安
定
の
た
め
ば

か
り
で
は
な
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貸
米
取
立
の
強
化
な
ど
の
反
動
と
し

て
の
新
た
な
未
納

の
増
11
蔵
入
米
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
、
入
付
米
か
ら
の

勘
弁
引
等
を
増
加
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
こ
と
が
取
箇
率
を
低
迷
さ
せ
て
い
る
と

推
定
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

五
　

お

わ

り

に

　
幕
末
期
に
限
定
し
て
蒲
原
平
野
部
に
展
開
し
た
大
地
主
の
、
小
作
収
取
の
体
制

と
実
態
の

一
端
を
み
て
き
た
。
手
作
地
主
層

の
日
約
束
的
地
主
小
作
関
係
を
抜
け

出
し
た
大
地
主
の
地
主
小
作
関
係
は
、
広
範
な
地
域
、
多
く
の
村
、
多
数
の
小
作

農

へ
の
不
在
地
主
と
し
て
の
対
応
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
特
有
な
体
制
に
よ
っ
て

72



米作単作地帯における大地主経営の基礎構造

支
え
ら
れ
て
い
た
。
地
主
と
小
作
農
間

の
土
地
貸
借
契
約
は
明

確

に
成
文

化

さ

れ
、
個
別
契
約
の
集
積
の
結
果
と
し
て
村
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
さ
ら
に
全
体
と
し

て
掌
握
さ
れ
た
。
大
地
主
諸
家
に
よ
り
体
制

の
具
体
的
あ
り
方
は
多
様
で
あ

っ
た

が
、
文
書
に
よ
る
契
約
小
作
料
の
明
確
化
、
小
作
料
収
取
の
た
め
の
小
作
条
件
の

成
文
化
、
村
別
を
基
本
と
し
差
配
11
大
規
模
小
作
を
置
い
た
小
作
地

・
小
作
農
の

管
理
、
蔵

(所
)
を
核
と
し
た
小
作
料
収
取
機
構
等
は
共
通
し

て

い
た
と

い
え

る
。

　
契
約
小
作
料
口
入
付
米
は
年
貢
と

一
体

化
し
た
構
成
を
持
ち
、
年
貢
収
奪
琵
小

作
料
収
取
と
い
う
封
建
領
主
と
の
共
生
関
係
の
上
に
高
率
性
を
帯
び
て
成
立
し
、

そ
れ
ゆ
え
減
免
を
必
然
的
と
し
て
い
た
。
基
本
的
に
水
害

の
影
響
を
克
服
し
て
い

な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
蒲
原
平
野
内
部
に
地
域
差
を
生
み
出
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま

名
称
で
の
減
免
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
入
付
米
か
ら
減
免
分
を
除
い
た
取
箇
は
年
に

ょ
り
、
地
域
に
ょ

っ
て
変
動
し
た
が
、
約

七

一
〇
〇
石
の
入
付
米
か
ら
約
五
六
〇

〇
石
の
取
箇
を
想
定
し
て
い
る
市
島
家
の
事
例
は
、
巨
大
な
規
模

の
収

取
が

成

立
、
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
取
箇
が
そ
の
ま
ま
取
立
ら

れ
て
地
主
の
蔵
に
入

っ
た
の
で
は
な
い
。
市
島
家
の
場
合
、
五
六
〇
〇
石
の
取
箇

か
ら
年
貢
そ
の
他
を
除

い
て
約
三
〇
〇
〇
石
の
蔵
入
米
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
現
実
に
は
取
箇
米
に
未
納

・
貸
米
が
加
え
ら
れ
て
取
立
米
と
な
り
、
そ
こ
か
ら

新
た
に
発
生
し
た
未
納

・
貸
米
を
引
い
た
も
の
が
蔵
入
米
と
な

っ
た
。
な
お
蔵
入

米
は
そ

の
ま
ま
地
主
家
の
蔵
に
有
る
米

(
蔵
有
米
)
を
意
味
す

る
も

の
で

は
な

い
。
こ
の
点
を
め
ぐ

っ
て
は
現
物
年
貢
の
取
扱
い
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み

た
が
、
福
岡
村
取
立
帳
の
分
析
で
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
収
納
し
た
小
作
米

の
売
却
も
関
係
し
、
年
を
越
え
て
の
小
作
米
納
入
の
存
在
状
況
か
ら
み
て
も
、
年

末
時
点
で
の
蔵
入
米
は

「
大
図
」

の
性
格

を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
し
た
が

っ
て
正
確

な
小
作
米
収
納
量
の
確
定
は
困
難
で
あ

っ
て
、
地
主
家
も
ど
れ
だ
け
の
量
を
年
内

に
売
り
、
ど
れ
だ
け
越
年
す
る
在
庫
が
あ
る
か
と
い
う
形
で
棚
卸
を
お
こ
な

っ
て

把
握
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
究
明
は
収
納
の
検
討
の
範
囲
を
越
え
、
ま
さ

に
大
地
主
経
営
の
分
析
と
い
う
新
た
な
課
題
で
あ
る
。

注①

引

用
は
、
新
潟
県
大
地
主
所
蔵
資
料
第
八
集

『
二
宮
家

の
地
主
構
成
』
所
収
、
文
化

　

五
年
十

一
月

「,質
入
田
畑
証
文
之
事
」

に
よ

っ
た
が
、　

「
御
年
貢

(
御
上
納
金
)
御
皆

　
済
方
差
支
」
　
「
要
用
之
儀
有
之
」
な
ど
半
ば
定
型
化
し

た
文
言
の
土
地
質
入
証
文
に
、

　

「控
申

田
方
証
文
之
事
」

な
ど

の
小
作
契
約
文
書
が

セ

ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
事
例
は
大

　

地
主
諸

家
に
豊
富

に
存
在
す
る
。

②

注
①

「
質
入
田
畑
証
文
之
事
」

の
後
半
部
分

か
ら
引
用
。

③

同
上
第

二
集

『
市
島
家
文
書
』
所
収
、
慶
応
元
年

「福

岡
村

・
中
村

・
奥
村
新

田

・

　
片
桐
新

田
村
持
並
抱
持
高
取
調
帳
し
に
よ
る
。

④

同
上
所
収
、

「市
島
家
質
流
証
文
整
理
表
」

に
よ
る
。

⑤

同
上
第

一
集
所
収
、

「
下
関
村
小

作

証

文

分

析

表
」

「各
村
抜
粋
小
作
証
文
分
析

　
表
」
な
ど
参
照
。

⑥

拙
著

『
近
世
大
地
主
制

の
成
立
と
展
開
』
第

一
章
第
二
節
参
照
。

⑦

一
般
に
領

主
米

(
蔵
米
)
が

町
米

な
ど
よ
り
高
値

で
取
引
き
さ
れ
る

こ
と
を
前
提
と

　
し

て
、　

「
石
持
共
小
作
人
江
入
付
米
不
残
御
蔵

納
申
付
」
が
お

こ
な
わ
れ
、
天
保
十

一

　
年

に
は
藩
が

「
都
テ
御
蔵

納
之
儀

ハ
小
作
人
方
江
入
付
高
之
内
御
収
納
米
丈
之
分
入
念

　
御
蔵

納
為
致
其
余
作
徳
米
之
儀
地
主
地
主

ニ
テ
取
入
」

る
こ
と
を
命

じ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
か

っ
た
。
北
島
正
元
編

『
幕
藩
制
国
家
解
体

過
程

の
研
究
』
所
収
、
拙
稿

「
米
作
単

　
作
地
帯
に
お
け

る
地
主
的
土
地
所
有

の
展
開
」
参
照
。
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